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(BETS)5Te2I6は、α型に似た構造をもち、60 K近傍で金属-絶縁体転移を示す有機導体である。結
晶内では、Te2I62‐が超分子アニオン層を形成し、BETS分子の５量体が"herring-bone"配列して２
次元伝導層を形成している。BETS分子の平均価数は+2/5である。室温バンド計算は、ブリルアン
ゾーン内に複数の電子と正孔のポケットをもつ半金属であることを示す[1]。 

我々は、このような特異な結晶および電子構造を持つ物質の電気伝導性の圧力効果を調べているが、

今回、この物質に一軸性ひずみを印加したところ、従来の α、θ塩とは異なる圧力効果を見出した。この
物質の金属-絶縁体転移は、静水圧では抑えられない。しかし、BETS分子のスタック方向（a+c軸方向）
に一軸性ひずみを印加すると、絶縁化が容易に抑えられ低温まで金属状態を示した。一方、b軸方向の一
軸性ひずみ下では、室温から半導体的な振る舞いが見られた。一般的に、α、θ塩のような"herring-bone"
配列をもつ系では、スタック方向に圧力を印加すると絶縁化が強められ、スタックに垂直方向の圧力印

加によって金属化することが知られている[2]。 (BETS)5Te2I6の一軸性ひずみ効果は、これとは逆の傾向

を示している。本講演では、(BETS)5Te2I6 の電気伝導性の一軸性圧力効果を結晶構造・重なり積分等を

考慮し議論する。 
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図 一軸性圧縮下の面間電気抵抗の温度依存性：a+c軸方向（左）、b軸方向（右） 


